
 公開質問回答状  

２０１９年３月 公益社団法人泉大津青年会議所 

ふりがな たにの つかさ 

年 齢 

※2019年 4月 21日現在 

氏 名 谷野 つかさ 46歳 

所属 
(政党・会派等) 

無所属 当選回数 新人 

略 歴 

【略歴】 
平成３年 ３月 大阪府立長野高等学校 卒業 
平成３年 ４月 関西電力株式会社 入社 
平成１６年３月 大阪市立大学 経済学部経済学科 卒業 
平成３０年７月 関西電力株式会社 大阪支社在職中 
 
【組合役員暦】   
平成２３年～２６年 関西電力労働組合支部執行委員 
 

 

【設問１】  『青少年が夢を持って社会参画できるまち』について、お聞かせください。 

 ※＜第４次泉大津市総合計画 施策２＞「学びあうひとづくり 彩あるまちづくり」関連 

（重要だと思うテーマ） ※30字以内 

青少年における地域との係わりについて 

（自由記述欄）    ※そう思う理由、考える施策の方向性等。句読点含め 100字以上 200字以下 

近年、スマホ等の進展により、青少年におけるネットワーク環境が大きく変化し、青少年

と地域との関わりが薄くなってきおり、地域コミュニティの再構築が急務となっている。 

次代を担う若者が、生まれ育った地域で活き活きと活躍していくためにも、地域活動のネッ

トワーク化や教育機関と連携してリーダーの育成を図るなど、青少年が参加しやすい仕組み

づくりが重要と考えます。 

 

【設問２】  『市民とともにつくる災害に強い安全なまち』について、お聞かせください。 

 ※＜施策４＞「安心で心やすらぐまちづくり」関連 

（重要だと思うテーマ） ※30字以内 

地域コミュニティにおける防災意識の向上について 

（自由記述欄）    ※そう思う理由、考える施策の方向性等。句読点含め 100字以上 200字以下 

災害に対する考えは、「自助」「共助」「公助」の三助と言われています。近年、町会・近所

付き合い離れなど、地域と個人との結びつきは疎遠になってきている。また、単身の高齢者

世帯も増加しており、自助で災害を乗り切るのは限界もある。「共助」の重要性を再認識し、

地域コミュニティによる具体的な防災対策（訓練含む）を進めていかなければならないと考

えます。 

 

【設問３】  『誰もがすこやかにいきいきと暮らせるまちづくり』について、お聞かせください。 

選択テーマ １：子ども・子育て支援   ２：地域福祉      ３：高齢者福祉 

      ４：障がい福祉       ５：保健・医療      



 公開質問回答状  

２０１９年３月 公益社団法人泉大津青年会議所 

 

 ※＜施策３＞「誰もがすこやかにいきいきと暮らせるまちづくり」関連 

（重要だと思うテーマ） ※選択テーマからお選びいただきご記入ください。 

子ども・子育て支援 

（自由記述欄）    ※そう思う理由、考える施策の方向性等。句読点含め 100字以上 200字以下 

本市においても少子化が進む一方、共働き世帯が増加し、保育に関するニーズも多様化し

ているのも事実。働く誰もが育児と仕事が両立できるよう、待機児童の解消等に取り組み、

安心して生み育てることができる環境作りが必要と考えます。また、子育て世代からは、安

心して医療が受けられる制度についてもニーズが高まっており、１８歳・高校卒業までの医

療費助成が必要であると考えます。 

 

 

【設問４】  『人と企業が集まりアイデアと活気にあふれるまち』について、お聞かせください。 

選択テーマ １：地場産業の振興  ２：湾岸ベイエリアの活用  ３：ＩＣＴ・ＡＩ化の推進 

      ４：その他   

 ※＜施策６＞「誇れる・選ばれる・集えるまちづくり」関連 

【重要だと思うテーマ】  ※選択テーマからお選びいただきご記入ください。 

                 その他の方は 30字以下で記入 

湾岸ベイエリアの活用 

【自由記述欄】     ※そう思う理由、考える施策の方向性等。句読点含め 100字以上 200字以下 

シティープロモーションによる地域経済活性化として、好立地を活かした湾岸ベイエリア

の活用が不可欠です。泉大津フェニックスでは、更なるイベント誘致により市内経済の好循

環、また物流拠点であるトライポートサザン２１においては、企業誘致による雇用活性化な

どの仕組みづくりに取り組むこととしており、活気溢れた街づくりを推進したいと考えてい

ます。 

 

【設問５】  あなたが重要だと思う泉大津市における施策テーマ について、お聞かせください。 

 （任意記載項目） 

（重要だと思うテーマ） ※30字以内 

市税の有効活用・財政健全化 

（自由記述欄）    ※そう思う理由、考える施策の方向性等。句読点含め 100字以上 200字以下 

本市財政状況、連結収支において、ここ数年は黒字化が図られているが、約６２０億円の

地方債残高や、土地開発公社が抱える保有土地も多数あり、不健全な財政状況であることに

変わりない。そうした状況の中で、財源の使い道は、優先順位を付け精査した上で支出する

必要がある。また、無駄・負担を先送りしない経営を目指し、取組みを進めなければならな

いと考えます。 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 


